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いて， ラットに 2-g の過重力を負荷し，動揺病をおこさせた。ラットにはあらかじめマイクロダイアリシスプロー
プを刺入しておき，無麻酔無拘束状態のラットに過重力を負荷し，負荷中の視床下部ヒスタミン遊離を測定した。
【成績】
























を誘発でき，動揺病に権患したことがわかった。ラットの動揺病も， ヒスタミン H 1受容体アンタゴニストで抑制さ




制された。これらの結果から動揺病の発症過程においてヒスタミン神経系が活性化され， この活性化が Hl 受容体を
介して動揺病を引き起こすことを示した。ラットに長時間過重力を負荷すると，過重力から通常重力への負の重力変
化によってもヒスタミン神経系の活性化が起き，この結果から負の重力変化による動揺病すなわち宇宙酔いの発症に
もヒスタミン神経系の活性化が関与することを示唆した。
動揺病とめまいにおける自律神経症状発症の機序は共通していると考えられ，動揺病の神経機序の理解は広くめま
いの診断や治療に役立つ可能性がある o 本研究は動揺病動物モデルを用いて独創的な観点から動揺病の神経機序の解
明をすすめたものであり，学位に値するものと認める o
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